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本
論
文
の
目
的
は
『
文
学
論
』
（
明
治
四
〇
年
五
月
）
や
『
文
学
評
論
』
（
明
治
四
二
年
三
月
）
を
は
じ
め
と
す
る
夏
目
漱
石
の
初
期
の
理
論
的
言
説
を
一
貫
し
た
体
系
と
し
て
解
釈
し
、
統
一
的
な
視
点
の
も
と
で
総
体
的
か
つ
構
築
的
に
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。 
本
論
文
が
主
要
な
検
討
の
対
象
と
す
る
初
期
漱
石
の
理
論
と
は
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
秋
に
は
じ
ま
る
英
国
留
学
か
ら
、
朝
日
新
聞
社
に
小
説
記
者
と
し
て
入
社
し
、
前
期
三
部
作
の
第
一
作
『
三
四
郎
』（
明
治
四
一
年
）
を
発
表
す
る
前
後
の
時
期
ま
で
の
言
述
を
指
し
て
い
る
。 
 
本
論
文
は
、
特
に
『
文
学
論
』
を
め
ぐ
る
言
説
と
研
究
状
況
と
に
対
す
る
反
省
の
上
に
構
想
さ
れ
て
い
る
。 
『
文
学
論
』
の
評
価
は
、
否
定
と
肯
定
と
に
二
極
化
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
評
価
に
は
二
つ
の
問
題
点
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
漱
石
自
身
の
発
言
に
影
響
さ
れ
た
先
入
観
に
立
ち
、『
文
学
論
』
の
内
在
的
な
読
解
を
十
分
に
行
わ
な
い
ま
ま
、
未
完
成
の
理
論
と
し
て
否
定
的
に
評
価
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
同
時
代
の
文
学
論
や
芸
術
論
の
動
向
や
水
準
を
考
慮
せ
ず
『
文
学
論
』
を
先
駆
的
で
卓
越
し
た
理
論
と
し
て
肯
定
し
、
特
別
視
し
て
き
た
傾
向
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
説
の
状
況
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
従
来
の
『
文
学
論
』
の
研
究
は
、
綿
密
な
内
在
的
な
読
解
と
外
在
的
（
歴
史
的
）
な
観
点
か
ら
の
検
証
と
を
、
と
も
に
欠
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。 
本
論
文
は
、
こ
の
よ
う
な
反
省
に
立
ち
、
上
記
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
二
つ
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。
そ
の
一
つ
は
、
漱
石
の
理
論
に
内
在
す
る
原
理
と
論
理
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
漱
石
の
理
論
を
他
の
文
学
論
や
芸
術
論
な
ど
と
比
較
し
、
外
在
的
な
観
点
か
ら
捉
え
返
す
こ
と
で
あ
る
。 
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こ
の
二
つ
の
課
題
を
実
行
す
る
に
あ
た
り
、
本
論
文
が
取
る
方
法
は
『
文
学
論
』
を
中
心
に
繰
り
返
し
あ
ら
わ
れ
る
諸
概
念
に
着
目
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
が
取
り
上
げ
る
の
は
、「
印
象
（im
p
r
e
s
s
io
n
）
」
、「
観
念
（id
e
a
）
」
、「
感
情
（
情
緒
、em
o
tio
n
, 
fe
e
lin
g
）
」
、
「
聯
想
（a
s
s
o
c
ia
tio
n
）
」
、
「
同
情
（
同
感
、s
y
m
p
a
th
y
）
」
、
「
感
応
（te
le
p
a
th
y
）
」
、
「
伝
染
（c
o
n
ta
g
io
n
）
」
、
「
投
出
（
投
影
、p
r
o
je
c
tio
n
）
」
、
「
趣
味
（ta
s
te
）
」
の
各
鍵
概
念
で
あ
る
。 
本
論
文
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
概
念
の
内
実
や
相
互
の
関
連
を
検
討
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
概
念
が
置
か
れ
た
歴
史
的
な
文
脈
に
も
目
を
向
け
る
。
こ
の
二
つ
の
考
察
を
通
じ
て
、
本
論
文
は
、
漱
石
の
理
論
的
言
説
の
内
在
的
な
読
解
と
、
外
在
的
な
観
点
か
ら
の
検
討
と
い
う
二
つ
の
課
題
に
同
時
に
向
き
合
う
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。 
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
課
題
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
本
論
文
は
、
あ
ら
か
じ
め
二
つ
の
新
し
い
分
析
の
視
点
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
「
文
学
の
哲
学
」
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
「
「
感
情
」
の
文
学
理
論
」
と
い
う
視
点
で
あ
る
。 
前
者
は
、
漱
石
の
理
論
を
文
学
の
「
根
本
」
を
問
う
哲
学
的
な
営
み
と
し
て
捉
え
る
視
点
で
あ
る
。
『
文
学
論
』
の
序
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
漱
石
の
文
学
研
究
の
目
的
は
「
根
本
的
に
文
学
と
は
如
何
な
る
も
の
ぞ
と
云
へ
る
問
題
を
解
釈
」
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
文
学
の
「
根
本
」
を
問
う
漱
石
の
試
み
を
本
論
文
は
特
に
「
文
学
の
哲
学
」
と
呼
び
、
文
学
と
い
う
対
象
の
本
質
を
解
明
す
る
「
哲
学
」
的
な
行
為
と
し
て
論
じ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
「
文
学
の
哲
学
」
と
い
う
言
葉
は
、
漱
石
の
理
論
を
、
哲
学
や
思
想
の
言
説
と
積
極
的
に
交
通
さ
せ
る
こ
と
も
含
意
し
て
い
る
。 
後
者
の
「
「
感
情
」
の
文
学
理
論
」
と
い
う
視
点
は
、
漱
石
の
理
論
を
、
文
学
と
「
感
情
」
の
経
験
と
の
関
わ
り
を
論
じ
た
言
説
と
し
て
解
釈
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
が
明
ら
か
に
し
て
い
く
よ
う
に
、
漱
石
の
理
論
は
、
読
者
と
作
者
、
あ
る
い
は
、
読
者
と
作
中
人
物
と
の
「
感
情
」
的
な
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
こ
の
よ
う
に
文
学
の
「
根
本
」
に
感
情
の
経
験
を
置
く
漱
石
の
「
文
学
の
哲
学
」
の
立
場
を
「
「
感
情
」
の
文
学
理
論
」
と
名
付
け
、
そ
の
理
論
の
特
徴
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 
以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
「
文
学
の
哲
学
」
と
「
「
感
情
」
の
文
学
理
論
」
と
い
う
二
つ
の
新
し
い
視
点
を
設
定
し
た
上
で
、
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漱
石
の
理
論
の
総
体
を
、
内
在
的
・
外
在
的
の
両
観
点
か
ら
構
築
的
に
論
じ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。 
本
論
文
は
以
下
の
通
り
、
三
部
一
二
章
か
ら
成
る
。 
 
第
一
部 
「
感
情
」
の
文
学
理
論 
第
一
部
で
は
、
「
印
象
」
、
「
観
念
」
、
「
感
情
（
情
緒
）
」
、
「
聯
想
」
の
各
概
念
に
着
目
し
た
。
こ
れ
ら
は
『
文
学
論
』
の
鍵
概
念
で
あ
る
と
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
重
要
な
概
念
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
部
は
、
こ
の
事
実
に
注
目
し
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
と
漱
石
の
理
論
と
を
連
絡
さ
せ
な
が
ら
、
漱
石
の
「
文
学
の
哲
学
」
の
基
盤
を
問
う
こ
と
を
試
み
た
。 
第
一
章
と
第
二
章
と
を
通
じ
て
、
感
覚
や
「
感
情
」
の
経
験
を
重
視
す
る
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
認
識
論
と
漱
石
の
「
感
情
」
の
文
学
理
論
と
の
接
点
を
模
索
し
た
。
第
三
章
で
は
、
科
学
の
言
葉
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
「
感
情
」
と
関
わ
る
文
学
の
言
葉
の
本
質
を
論
じ
た
。
第
四
章
で
は
、
漱
石
が
心
理
学
を
文
学
の
理
論
と
し
て
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
感
情
」
を
喚
起
す
る
文
学
の
言
葉
の
問
題
に
直
面
し
た
こ
と
を
示
し
た
。
第
一
部
の
議
論
を
通
じ
て
目
指
し
た
の
は
漱
石
の
文
学
理
論
の
中
核
に
は
「
感
情
」
の
働
き
が
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。 
 
第
一
章 
「
文
学
の
哲
学
」
と
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
（
一
）
―
―
「
観
念
」
と
「
印
象
」 
第
一
章
で
は
『
文
学
評
論
』
の
記
述
に
拠
っ
て
、
漱
石
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
受
容
の
実
態
を
検
討
し
た
。 
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
（J
o
h
n
 L
o
c
k
）
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ク
リ
ー
（G
e
o
r
g
e
 B
e
r
k
le
y
）
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
（D
a
v
id
 H
u
m
e
）
の
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
は
、
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
（R
e
n
é
 D
e
s
c
a
r
te
s
）
が
提
起
し
た
認
識
論
を
批
判
的
に
継
承
し
た
上
で
、
経
験
論
的
な
認
識
論
を
展
開
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
と
は
、
認
識
の
起
源
と
本
質
と
を
、
人
間
が
経
験
を
通
じ
て
獲
得
す
る
「
観
念
」
や
「
印
象
」
に
求
め
た
哲
学
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
認
識
論
の
「
観
念
」
や
「
印
象
」
は
、
感
覚
や
情
緒
（
「
感
情
」
）
、
情
感
、
思
考
、
推
理
な
ど
人
間
の
精
神
活
動
（
心
）
が
志
向
す
る
、
い
っ
さ
い
の
対
象
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。『
文
学
評
論
』
の
記
述
か
ら
う
か
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が
え
る
の
は
、
漱
石
は
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
こ
の
よ
う
な
認
識
論
の
問
題
に
関
心
と
理
解
と
を
示
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
 
第
二
章 
「
文
学
の
哲
学
」
と
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
（
二
）
―
―
「
感
情
」
と
「
同
情
」 
第
二
章
で
は
、
第
一
章
の
予
備
的
な
検
討
を
踏
ま
え
、
漱
石
の
文
学
理
論
と
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
認
識
論
と
を
積
極
的
に
連
絡
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
た
。
本
章
で
論
じ
た
こ
と
は
、
主
に
次
の
二
点
で
あ
る
。 
一
点
目
と
し
て
、
漱
石
の
「
文
学
の
哲
学
」
は
、
認
識
や
知
識
は
感
覚
の
経
験
を
概
念
化
（
言
語
化
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
見
な
し
て
い
る
点
で
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
前
提
に
接
近
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
章
は
こ
の
こ
と
を
漱
石
の
講
演
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
（
明
治
四
〇
年
）
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。 
二
点
目
と
し
て
、
漱
石
の
理
論
は
、
理
性
よ
り
も
「
感
情
」
を
重
視
す
る
点
で
「
感
情
」
の
文
学
理
論
と
呼
ば
れ
得
る
特
徴
を
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
漱
石
の
立
場
は
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
観
点
か
ら
捉
え
直
し
た
と
き
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
「
感
情
主
義
（s
e
n
tim
e
n
ta
lis
m
）
」
の
哲
学
と
接
点
を
持
つ
可
能
性
が
拓
け
る
の
で
あ
る
。 
特
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
哲
学
で
は
「
感
情
」
を
伝
達
す
る
（
「
伝
染
」
さ
せ
る
）
原
理
と
し
て
《s
y
m
p
a
th
y
》
（
同
情
、
同
感
、
共
感
）
が
定
位
さ
れ
て
い
た
。
本
章
は
、
こ
の
「
同
情
」
の
原
理
が
漱
石
の
「
感
情
」
の
文
学
理
論
を
分
析
し
て
い
く
上
で
極
め
て
有
効
な
視
点
と
な
る
こ
と
を
仮
説
と
し
て
提
示
し
た
。 
 
第
三
章 
文
学
の
言
葉
と
科
学
の
言
葉
―
―
「
感
情
」
と
「
理
性
」 
第
三
章
は
『
文
学
論
』
が
、
科
学
（
理
性
）
と
文
学
（
「
感
情
」
）
の
対
照
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
文
学
の
「
根
本
」
を
論
じ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
。
特
に
本
章
は
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
バ
ー
ク
リ
ー
の
言
語
論
な
ど
も
参
照
し
な
が
ら
科
学
の
言
葉
と
文
学
の
言
葉
と
の
相
異
を
中
心
に
検
討
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
本
章
は
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
科
学
の
言
葉
を
含
む
言
語
一
般
の
主
要
な
目
的
は
、
事
実
や
意
味
、
情
報
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
（
事
実
伝
達
機
能
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
文
学
の
言
葉
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は
、
そ
の
よ
う
な
機
能
を
持
ち
つ
つ
も
、
さ
ら
に
「
感
情
」
喚
起
機
能
を
本
質
と
す
る
。
そ
し
て
、
文
学
の
言
葉
が
喚
起
す
る
「
感
情
」
と
は
第
一
義
的
に
は
、
言
葉
が
内
包
す
る
潜
在
的
・
暗
示
的
・
二
次
的
な
意
味
（
コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
章
は
文
学
の
言
葉
の
機
能
と
い
う
側
面
か
ら
、
漱
石
の
「
感
情
」
の
文
学
理
論
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。 
 
第
四
章 
意
識
の
無
限
と
言
語
の
限
界
―
―
「
意
識
の
波
」
理
論
と
「
観
念
の
聯
想
」 
第
四
章
は
、
漱
石
の
文
学
理
論
に
見
ら
れ
る
文
学
の
言
葉
と
「
感
情
」
と
の
関
係
を
、
新
旧
二
つ
の
心
理
学
理
論
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
検
討
し
た
。
論
点
と
し
た
の
は
、
新
心
理
学
の
理
論
と
し
て
「
意
識
の
波
」
理
論
と
、
旧
心
理
学
の
理
論
と
し
て
「
観
念
の
聯
想
（a
s
s
o
c
ia
tio
n
 
o
f 
id
e
a
s
）
」
と
を
漱
石
が
文
学
理
論
と
し
て
援
用
し
た
こ
と
の
意
義
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
心
理
学
理
論
を
分
析
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
章
は
主
に
次
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
た
。 
第
一
に
、
漱
石
は
「
意
識
の
波
」
理
論
を
文
学
の
理
論
に
援
用
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
言
語
の
能
力
」
の
限
界
に
直
面
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
語
は
、
無
限
に
変
化
す
る
意
識
の
す
べ
て
を
十
分
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
漱
石
は
、
再
現
的
な
表
象
と
は
異
な
る
、
言
葉
の
別
様
の
機
能
に
注
目
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
「
動
情
的
の
語
法
」
す
な
わ
ち
「
観
念
の
聯
想
」
に
基
づ
く
文
学
の
言
葉
な
の
で
あ
る
。 
そ
し
て
第
二
に
、
漱
石
は
「
観
念
の
聯
想
」
に
よ
っ
て
「
動
情
的
の
語
法
」
す
な
わ
ち
「
感
情
」
喚
起
的
な
文
学
の
言
葉
（
修
辞
的
表
現
）
を
基
礎
付
け
よ
う
と
試
み
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
観
念
の
聯
想
」
と
は
、
心
的
な
現
象
を
説
明
す
る
原
理
で
あ
る
。
こ
の
原
理
は
、
ロ
ッ
ク
や
ヒ
ュ
ー
ム
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
で
提
起
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
観
念
の
聯
想
」
を
用
い
て
文
学
の
言
葉
を
考
察
し
た
成
果
が
『
文
学
論
』
の
修
辞
学
と
し
て
結
実
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
漱
石
は
修
辞
的
表
現
に
は
人
間
の
認
知
の
特
徴
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
て
い
た
。
こ
の
点
で
漱
石
の
言
語
論
は
「
哲
理
」
的
な
問
題
、
す
な
わ
ち
「
世
界
を
如
何
に
観
る
べ
き
や
」
と
い
う
認
識
論
の
問
題
に
も
接
近
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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以
上
の
よ
う
に
、
第
一
部
「
「
感
情
」
の
文
学
理
論
」
の
四
つ
の
章
を
通
じ
て
漱
石
の
「
文
学
の
哲
学
」
の
「
根
本
」
が
「
感
情
」
に
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
理
論
は
「
感
情
」
の
文
学
理
論
と
い
う
特
徴
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
時
に
第
一
部
の
議
論
全
体
を
通
じ
て
、
漱
石
の
「
文
学
の
哲
学
」
は
「
世
界
を
如
何
に
観
る
べ
き
や
」
と
い
う
問
い
を
内
包
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
認
識
論
の
受
容
の
上
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
も
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 第
二
部 
「
同
情
」
の
文
学
理
論 
第
二
部
で
は
、
本
論
文
の
第
二
章
が
提
示
し
た
仮
説
を
踏
ま
え
「
他
人
と
感
情
を
共
に
す
る
」
と
い
う
「
同
情
」
の
原
理
の
観
点
か
ら
漱
石
の
「
感
情
」
の
文
学
理
論
の
特
質
の
一
面
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。 
「
同
情
」
の
原
理
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
に
、
第
五
章
と
第
八
章
で
は
漱
石
の
理
論
の
内
在
的
な
分
析
を
行
い
、
ま
た
、
第
六
章
と
第
七
章
と
で
は
そ
の
理
論
を
外
在
的
（
歴
史
的
）
な
観
点
か
ら
捉
え
返
す
こ
と
を
試
み
た
。
第
二
部
の
各
章
を
通
じ
て
目
指
し
た
の
は
、
漱
石
の
「
感
情
」
の
文
学
理
論
は
、
読
者
と
作
者
や
、
読
者
と
作
中
人
物
と
の
「
感
情
」
的
な
調
和
や
一
致
を
志
向
す
る
一
面
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。 
 第
五
章 
「
文
芸
の
理
論
」
と
し
て
の
「
同
情
」
―
―
浪
漫
派
・
写
実
派
・
間
隔
論 
第
五
章
の
目
的
は
『
文
学
論
』
が
「
同
情
」
の
原
理
を
中
核
に
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 
漱
石
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
心
理
学
者
テ
オ
デ
ュ
ー
ル
・
リ
ボ
ー
（T
h
é
o
d
u
le
 
R
ib
o
t
）
の
心
理
学
書
を
参
照
し
「
同
感
（
同
情
、
s
y
m
p
a
th
y
）
」
を
「
他
人
と
感
情
を
共
に
す
る
こ
と
」
と
定
義
し
た
。
そ
の
上
で
漱
石
は
「
同
情
」
を
「
文
芸
の
理
論
」
や
「
文
芸
の
賞
翫
」
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
原
理
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
章
が
着
目
し
た
の
は
、
漱
石
が
こ
の
《s
y
m
p
a
th
y
》
の
原
理
に
拠
っ
て
文
学
を
論
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。 
ま
ず
漱
石
は
、
他
人
と
感
情
を
共
有
す
る
「
同
情
」
の
原
理
を
援
用
し
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
テ
（C
h
a
r
lo
tte
 
B
r
o
n
të
）
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『
ジ
ェ
イ
ン
・
エ
ア
』
（J
a
n
e
 E
y
r
e
, 1
8
4
7
）
と
、
ジ
ェ
イ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
（J
a
n
e
 A
u
s
te
n
）
『
高
慢
と
偏
見
』
（P
rid
e
 a
n
d
 
P
r
e
ju
d
ic
e
, 1
8
1
3
）
と
を
「
文
芸
の
賞
翫
」
と
い
う
角
度
か
ら
論
じ
て
い
る
。 
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
浪
漫
派
」
と
「
写
実
派
」
に
属
し
、
異
な
る
特
徴
を
持
つ
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
対
照
的
な
作
品
を
と
も
に
「
同
情
」
の
原
理
か
ら
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
漱
石
は
、
「
文
芸
上
の
真
」
、
す
な
わ
ち
文
学
の
現
実
感
や
実
在
感
、
臨
場
感
、
迫
真
性
な
ど
は
、
読
者
が
作
中
人
物
に
「
同
情
」
を
傾
注
し
な
が
ら
「
賞
翫
」
す
る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
ま
た
「
間
隔
論
」
の
「
同
情
的
作
物
」
の
議
論
で
は
、
作
者
が
作
中
人
物
に
一
心
に
「
同
情
」
す
る
こ
と
で
、
そ
の
人
物
と
の
「
感
情
」
的
な
同
一
化
を
遂
げ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
作
者
と
読
者
、
さ
ら
に
、
作
中
人
物
と
読
者
と
の
「
距
離
」
が
短
縮
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
漱
石
は
、
こ
の
よ
う
に
作
者
が
作
中
人
物
に
徹
底
的
に
「
同
情
」
す
る
態
度
こ
そ
が
「
読
者
の
心
を
動
か
す
」
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
以
上
の
よ
う
に
「
同
情
」
は
、
読
者
の
鑑
賞
と
、
作
者
の
創
作
の
両
面
に
関
わ
る
「
文
芸
の
理
論
」
と
し
て
『
文
学
論
』
の
中
枢
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
漱
石
の
理
論
は
「
同
情
」
の
文
学
理
論
と
呼
ば
れ
得
る
の
で
あ
る
。 
 
第
六
章 
悲
劇
の
原
理
と
し
て
の
「
同
情
」
―
―
明
治
二
〇
年
代
の
批
評
言
説 
第
六
章
で
は
、
漱
石
の
理
論
を
歴
史
的
に
捉
え
返
す
こ
と
を
意
図
し
「
文
芸
の
理
論
」
と
し
て
の
「
同
情
」
の
原
理
を
明
治
期
の
批
評
言
説
の
中
に
さ
ぐ
っ
た
。 
本
章
が
注
目
し
た
の
は
、
石
橋
忍
月
・
大
西
祝
・
島
村
抱
月
・
田
岡
嶺
雲
ら
が
明
治
二
〇
年
代
に
発
表
し
た
悲
劇
論
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
批
評
家
は
共
通
し
て
他
人
と
「
感
情
」
を
共
有
す
る
原
理
で
あ
る
「
同
情
（
同
感
）
」
を
手
掛
か
り
に
「
悲
劇
の
逆
説
」
や
、
悲
劇
が
読
者
に
与
え
る
「
感
情
」
の
経
験
を
基
礎
付
け
よ
う
と
試
み
た
。
彼
ら
は
、
悲
劇
の
本
質
を
享
受
者
の
「
感
情
」
の
経
験
と
し
て
捉
え
、
そ
の
「
感
情
」
を
喚
起
す
る
動
因
を
他
人
と
「
感
情
」
を
と
も
に
す
る
原
理
で
あ
る
「
同
情
」
に
求
め
た
の
で
あ
る
。 
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こ
れ
ら
の
批
評
が
「
同
情
」
に
悲
劇
の
原
理
を
認
め
た
の
は
、
明
治
中
期
の
文
学
理
論
が
文
学
の
本
質
を
「
感
情
」
の
側
面
か
ら
捉
え
よ
う
と
試
み
て
い
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
坪
内
逍
遙
の
小
説
論
が
代
表
す
る
よ
う
に
、
明
治
中
期
の
理
論
は
文
学
の
意
義
を
読
者
・
作
者
・
作
中
人
物
の
そ
れ
ぞ
れ
が
関
与
す
る
「
感
情
」
の
側
面
か
ら
措
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
区
別
に
立
て
ば
「
同
情
」
の
悲
劇
論
と
は
、
享
受
者
（
読
者
）
の
「
感
情
」
に
焦
点
を
当
て
る
理
論
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
悲
劇
論
か
ら
照
ら
せ
ば
、
漱
石
の
理
論
の
一
面
も
「
同
情
」
を
原
理
と
し
て
読
者
の
「
感
情
」
の
経
験
に
大
き
な
比
重
を
与
え
て
い
る
点
で
、
明
治
二
〇
年
代
の
悲
劇
論
と
理
論
的
関
心
を
共
有
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
同
情
」
の
原
理
は
、
漱
石
の
理
論
を
文
学
や
理
論
の
歴
史
に
位
置
付
け
る
上
で
重
要
な
指
標
と
な
る
の
で
あ
る
。 
 
第
七
章 
《s
y
m
p
a
th
y
》
と
し
て
の
「
同
情
」
―
―
明
治
期
の
批
評
言
説
と
一
八
世
紀
西
洋
道
徳
哲
学 
第
七
章
で
は
第
六
章
に
続
き
、
島
村
抱
月
と
大
西
祝
の
批
評
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
と
漱
石
の
理
論
と
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
同
情
」
の
原
理
の
歴
史
的
な
背
景
を
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
。 
本
章
が
主
な
検
討
の
対
象
と
し
た
の
は
、
漱
石
「
写
生
文
」
（
明
治
四
〇
年
一
月
）
、
抱
月
「
自
然
主
義
の
価
値
」
（
明
治
四
一
年
五
月
）
と
「
芸
術
と
文
芸
の
界
に
横
は
る
一
線
」
（
明
治
四
一
年
九
月
）
、
大
西
祝
「
批
評
論
」
（
明
治
二
一
年
五
月
）
で
あ
る
。 
漱
石
の
批
評
を
起
点
に
同
時
代
の
抱
月
の
評
論
を
検
討
し
、
さ
ら
に
大
西
の
言
説
に
遡
行
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
三
者
の
理
論
的
言
説
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
課
題
に
取
り
組
み
つ
つ
も
「
同
情
」
を
原
理
に
理
論
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
点
で
潜
在
的
な
同
一
性
を
保
持
し
て
い
た
実
態
が
見
え
て
く
る
。
し
か
も
三
者
の
「
同
情
」
概
念
は
、
一
方
で
自
己
と
他
者
と
を
共
感
的
に
同
一
化
さ
せ
る
原
理
（
「
同
情
的
想
像
力
」
）
で
あ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
自
他
の
言
動
か
ら
距
離
を
置
き
、
客
観
的
で
公
平
な
判
断
や
評
価
を
下
す
原
理
（
「
同
情
的
公
平
性
」
）
で
も
あ
る
点
で
、
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
本
章
は
、
三
者
の
「
同
情
」
概
念
が
「
同
情
的
想
像
力
」
と
「
同
情
的
公
平
性
」
と
い
う
、
相
反
す
る
二
つ
の
原
理
を
合
わ
せ
持
つ
背
景
に
、
一
八
世
紀
西
洋
の
道
徳
哲
学
、
特
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（A
d
a
m
 S
m
ith
）
の
『
道
徳
感
情
論
』
（T
h
e
o
r
y
 o
f M
o
r
a
l 
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S
e
n
tim
e
n
ts
, F
ir
s
t E
d
itio
n
1
7
5
9
, 6
th
 
E
d
itio
n
1
7
9
0
)
の
受
容
が
関
わ
る
可
能
性
を
論
じ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
大
西
は
明
治
二
〇
年
代
に
行
っ
た
講
義
で
極
め
て
明
確
に
ス
ミ
ス
の
《s
y
m
p
a
th
y
》
の
道
徳
哲
学
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学
の
用
語
は
、
大
西
の
批
評
の
み
な
ら
ず
、
漱
石
や
抱
月
の
評
論
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 
ス
ミ
ス
の
《s
y
m
p
a
th
y
》
の
道
徳
哲
学
の
鍵
概
念
で
あ
る
「
公
平
な
る
傍
観
者
（im
p
a
r
tia
l s
p
e
c
ta
to
r
）
」
と
は
「
同
情
」
的
な
想
像
力
と
公
平
な
判
断
力
と
を
兼
ね
備
え
た
存
在
で
あ
る
。
し
か
も
「
傍
観
者
（s
p
e
c
ta
to
r
）
」
と
は
観
客
の
意
味
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
「
公
平
な
る
傍
観
者
」
と
は
「
同
情
」
的
な
想
像
力
を
持
ち
つ
つ
客
観
的
で
公
平
な
判
断
を
下
す
規
範
的
な
観
客
＝
批
評
家
に
類
比
的
な
存
在
な
の
で
あ
る
。 
以
上
の
ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学
を
参
照
す
れ
ば
、
明
治
期
の
「
同
情
」
は
一
八
世
紀
西
洋
の
《s
y
m
p
a
th
y
》
の
概
念
と
遭
遇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
同
情
的
想
像
力
」
と
「
同
情
的
公
平
性
」
と
い
う
異
な
る
二
つ
の
原
理
を
包
含
す
る
概
念
と
し
て
再
編
さ
れ
た
と
い
う
仮
説
が
成
立
す
る
。
こ
の
よ
う
に
西
洋
道
徳
哲
学
の
《s
y
m
p
a
th
y
》
と
対
照
す
る
こ
と
で
、
明
治
期
の
「
同
情
」
の
原
理
の
思
想
的
・
哲
学
的
な
背
景
を
透
か
し
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 
 
第
八
章 
「
同
情
」
の
極
限
と
し
て
の
「
感
応
」
―
―
「
心
霊
研
究
」
と
「
テ
レ
パ
シ
ー
」 
 
第
八
章
で
は
、
漱
石
の
「
同
情
」
の
文
学
理
論
に
潜
在
す
る
可
能
性
を
極
限
ま
で
押
し
拡
げ
る
こ
と
を
意
図
し
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
流
行
し
た
心
霊
研
究
（
心
霊
学
、P
s
y
c
h
ic
a
l 
R
e
s
e
a
r
c
h
）
の
領
野
で
提
唱
さ
れ
た
「
感
応
（te
le
p
a
th
y
）
」
の
現
象
や
理
論
の
観
点
か
ら
漱
石
の
小
説
お
よ
び
文
学
理
論
を
解
釈
す
る
こ
と
を
試
み
た
。 
「
感
応
」
＝
「
テ
レ
パ
シ
ー
」
と
は
、
通
常
の
五
感
に
拠
ら
ず
に
遠
く
隔
た
っ
た
人
物
同
士
の
間
で
思
考
や
感
覚
、
「
感
情
」
な
ど
の
交
感
＝
伝
達
＝
共
有
が
成
立
す
る
現
象
の
こ
と
で
あ
る
。
漱
石
は
、
こ
の
「
感
応
」
の
現
象
に
、
初
期
の
翻
訳
「
催
眠
術
」（
明
治
二
五
年
五
月
）
か
ら
後
期
の
小
説
『
行
人
』（
大
正
元
年
）
に
至
る
ま
で
、
持
続
的
な
関
心
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
は
、
漱
石
と
「
感
応
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
文
学
の
素
材
と
文
学
の
理
論
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
接
近
し
た
。 
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文
学
の
素
材
と
し
て
の
「
テ
レ
パ
シ
ー
」
の
面
で
は
「
琴
の
そ
ら
音
」（
明
治
三
八
年
五
月
）
と
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
続
編
（
明
治
三
八
年
二
月
）
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
ら
の
小
説
で
は
、
相
愛
す
る
男
女
が
物
理
的
な
距
離
を
越
え
て
精
神
や
「
感
情
」
を
交
感
＝
伝
達
＝
共
有
す
る
と
い
う
極
限
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
様
態
が
描
か
れ
る
。
漱
石
が
『
文
学
論
』
の
中
で
『
ジ
ェ
イ
ン
・
エ
ア
』
を
論
じ
な
が
ら
示
し
て
い
る
よ
う
に
「
テ
レ
パ
シ
ー
」
の
現
象
は
、
浪
漫
的
で
神
秘
的
な
恋
愛
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
た
め
の
格
好
の
文
学
の
素
材
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
文
学
の
理
論
と
し
て
の
「
テ
レ
パ
シ
ー
」
の
面
で
は
、
特
に
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
（
明
治
四
〇
年
五
月
）
に
お
け
る
「
還
元
的
感
化
」
の
議
論
に
注
目
し
た
。
端
的
に
言
え
ば
「
還
元
的
感
化
」
と
は
、
時
間
と
空
間
と
の
隔
た
り
を
超
越
し
て
、
作
者
と
読
者
と
の
間
で
「
精
神
気
魄
」
の
「
無
形
の
伝
染
」
が
生
じ
る
現
象
で
あ
る
。
本
章
は
、
文
学
を
通
じ
て
成
立
す
る
「
還
元
的
感
化
」
の
現
象
、
す
な
わ
ち
「
精
神
気
魄
」
の
「
無
形
の
伝
染
」
に
こ
そ
「
感
情
」
や
精
神
の
交
感
＝
伝
達
＝
共
有
の
極
北
と
し
て
の
「
テ
レ
パ
シ
ー
」
の
理
論
の
反
映
を
認
め
た
の
で
あ
る
。 
こ
の
通
り
本
章
は
「
テ
レ
パ
シ
ー
」
の
現
象
と
理
論
と
か
ら
読
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
他
人
と
感
情
を
共
に
す
る
」
と
い
う
漱
石
の
「
同
情
」
の
文
学
理
論
に
潜
む
究
極
の
可
能
性
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
を
企
て
た
の
で
あ
る
。 
 
以
上
の
よ
う
に
、
第
二
部
「
「
同
情
」
の
文
学
理
論
」
の
四
つ
の
章
で
は
一
貫
し
て
「
他
人
と
感
情
を
共
に
す
る
こ
と
」
と
い
う
「
同
情
」
の
原
理
に
着
目
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
第
二
部
で
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
漱
石
の
理
論
に
は
、
読
者
と
作
者
の
「
感
情
」
や
、
読
者
と
作
中
人
物
の
「
感
情
」
が
調
和
的
に
一
致
す
る
と
い
う
経
験
に
、
文
学
の
理
想
や
理
念
を
求
め
る
一
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。 
 
第
三
部 
「
趣
味
」
の
文
学
理
論 
し
か
し
漱
石
の
理
論
は
、
読
者
と
作
者
と
の
親
和
的
な
「
感
情
」
の
関
係
の
み
を
重
視
す
る
の
で
は
な
い
。
特
に
「
趣
味
」
の
概
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念
に
着
目
す
る
こ
と
で
新
た
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
漱
石
の
理
論
の
も
う
一
つ
の
相
貌
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
三
部
の
四
つ
の
章
を
通
じ
て
、
漱
石
の
文
学
理
論
が
抱
え
持
つ
ア
ポ
リ
ア
と
し
て
、
読
者
と
作
者
と
の
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
の
不
一
致
や
齟
齬
、
差
異
の
問
題
に
目
を
向
け
た
。 
ま
ず
第
九
章
と
第
一
〇
章
で
は
、
漱
石
の
文
学
理
論
と
同
時
代
の
文
学
論
や
芸
術
論
と
を
積
極
的
に
交
通
連
絡
さ
せ
る
こ
と
で
漱
石
が
「
読
者
一
流
の
感
情
」
＝
「
趣
味
」
を
理
論
に
取
り
込
も
う
と
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。
第
一
一
章
で
は
、
漱
石
の
「
趣
味
」
の
議
論
を
考
察
す
る
予
備
的
作
業
と
し
て
、
一
八
世
紀
西
洋
と
明
治
期
の
「
趣
味
」
論
、
お
よ
び
正
岡
子
規
の
「
美
の
標
準
」
論
を
検
討
し
た
。
そ
の
上
で
本
論
文
の
最
終
章
と
な
る
第
一
二
章
で
は
、
主
に
『
文
学
論
』
や
『
文
学
評
論
』
の
議
論
を
内
在
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漱
石
の
「
趣
味
」
概
念
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
漱
石
の
文
学
理
論
に
一
定
の
解
明
と
意
義
と
を
与
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
。 
 
第
九
章 
「
感
情
」
の
「
感
染
」
の
理
論
と
読
者
の
「
感
情
」
―
―
Ｃ
・
Ｔ
・
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
『
文
芸
批
評
論
』
と
レ
オ
・
ト
ル
ス
ト
イ
『
芸
術
と
は
な
に
か
』 
 
第
九
章
は
、
同
時
代
の
二
つ
の
理
論
的
言
説
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
漱
石
の
理
論
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
本
章
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
Ｃ
・
Ｔ
・
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
（C
a
le
b
 T
h
o
m
a
s
 W
in
c
h
e
s
te
r
）
の
『
文
芸
批
評
論
』（S
o
m
e
 
P
r
in
cip
le
s
 o
f L
ite
r
a
r
y
 C
r
itic
is
m
, 1
8
9
9
）
と
、
レ
オ
・
ト
ル
ス
ト
イ
（L
e
o
 T
o
ls
to
y
）
の
『
芸
術
と
な
に
か
』（W
h
a
t is
 A
r
t?
, 
E
n
g
lis
h
 T
r
a
n
s
la
tio
n
1
8
9
8
）
で
あ
る
。 
 
こ
れ
ら
の
二
つ
の
理
論
は
、
漱
石
が
『
文
学
論
』
を
構
想
す
る
際
に
参
照
し
た
こ
と
が
確
実
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
理
論
は
、
そ
の
中
核
に
「
感
情
」
の
表
現
・
伝
達
・
喚
起
・
効
果
を
置
く
点
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
共
通
性
は
、
漱
石
の
「
感
情
」
の
文
学
理
論
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
同
時
代
的
な
理
論
の
達
成
と
水
準
と
を
前
提
に
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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特
に
ト
ル
ス
ト
イ
は
、
芸
術
の
本
質
は
、
作
者
が
表
現
す
る
「
感
情
」
を
鑑
賞
者
に
伝
達
し
、
鑑
賞
者
は
そ
の
「
感
情
」
に
「
感
染
（in
fe
c
tio
n
）
」
す
る
点
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
一
方
で
漱
石
は
、
こ
の
よ
う
な
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
を
《s
y
m
p
a
th
y
》
の
理
論
と
し
て
捉
え
「
感
情
」
を
「
感
染
」
さ
せ
る
媒
体
と
し
て
の
芸
術
（
文
学
）
と
い
う
見
方
に
同
意
し
て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
漱
石
は
、
作
者
の
「
感
情
」
が
等
質
的
・
一
律
に
、
す
べ
て
の
鑑
賞
者
に
「
感
染
」
す
る
と
い
う
「
普
遍
主
義
」
的
な
主
張
の
側
面
に
激
し
く
反
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
こ
の
よ
う
な
「
普
遍
主
義
」
に
対
す
る
漱
石
の
抵
抗
は
、
そ
の
「
感
情
」
の
文
学
理
論
が
、
鑑
賞
者
（
読
者
）
の
「
感
情
」
の
個
別
性
や
多
様
性
を
、
す
な
わ
ち
「
読
者
一
流
の
感
情
」
を
、
重
視
す
る
立
場
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
第
一
〇
章 
自
己
の
「
投
出
」
の
理
論
と
読
者
の
「
感
情
」
―
―
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
・
リ
ー
の
《E
m
p
a
th
y
》
の
美
学
と
文
学
論 
 
第
一
〇
章
で
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍
し
た
評
論
家
・
作
家
の
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
・
リ
ー
（V
e
r
n
o
n
 L
e
e
）
の
美
学
・
文
学
論
と
、
漱
石
の
理
論
と
を
比
較
対
照
し
た
。 
漱
石
は
『
文
学
論
』
の
「
投
出
語
法
」
の
章
で
、
リ
ー
の
美
学
の
論
文
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
論
文
で
リ
ー
は
、
ド
イ
ツ
の
感
情
移
入
（E
m
p
a
th
y
）
美
学
を
紹
介
し
、
芸
術
の
経
験
の
基
盤
に
は
自
己
の
身
体
の
感
覚
や
「
感
情
」
な
ど
を
「
投
出
（
投
影
、
p
r
o
je
c
tio
n
）
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
象
を
把
握
す
る
と
い
う
人
間
の
認
知
の
働
き
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
漱
石
も
ま
た
、
文
学
の
言
葉
（
修
辞
的
表
現
）
の
基
底
に
「
投
出
」（
投
影
）
の
作
用
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
両
者
は
「
投
出
」
と
い
う
人
間
の
認
知
の
仕
組
み
に
注
目
し
て
理
論
を
構
築
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
し
か
し
、
両
者
の
文
学
論
を
読
者
の
「
感
情
」
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
る
な
ら
ば
、
相
異
点
が
際
立
つ
の
で
あ
る
。
リ
ー
の
小
説
論
T
h
e
 H
a
n
d
lin
g
 o
f W
o
r
d
s
（1
9
2
3
）
は
、
作
者
の
役
割
と
は
、
読
者
の
「
感
情
」
や
「
印
象
」
を
一
意
的
に
「
操
作
」
す
る
こ
と
に
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
リ
ー
の
理
論
は
、
読
者
を
、
作
者
の
意
図
に
よ
っ
て
一
方
向
的
に
動
機
付
け
ら
れ
る
受
動
的
な
存
在
と
見
な
す
傾
向
が
顕
著
な
の
で
あ
る
。 
13 
 
そ
れ
に
対
し
、
漱
石
の
理
論
の
特
徴
は
「
読
者
一
流
の
感
情
」
に
固
有
の
意
義
を
認
め
て
い
る
点
に
こ
そ
あ
る
。
漱
石
は
、
作
者
の
「
感
情
」
に
は
決
し
て
一
元
化
さ
れ
得
な
い
、
読
者
固
有
の
「
感
情
」
の
場
を
理
論
の
中
に
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
読
者
一
流
の
感
情
」
こ
そ
が
「
趣
味
」
の
個
別
性
や
多
様
性
の
根
拠
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
同
時
に
漱
石
は
、
作
者
と
読
者
の
「
趣
味
」
の
差
異
の
問
題
、
言
い
換
え
れ
ば
「
趣
味
」
の
普
遍
性
（
共
通
性
）
と
個
別
性
（
多
様
性
）
の
相
克
と
い
う
ア
ポ
リ
ア
に
も
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
第
一
一
章 
美
的
判
断
と
「
趣
味
」
の
理
論
―
―
一
八
世
紀
西
洋
と
明
治
期
の
《ta
s
te
》
＝
「
趣
味
」
論 
 
第
一
一
章
で
は
、
漱
石
の
「
趣
味
」
論
を
検
討
す
る
た
め
の
予
備
的
考
察
と
し
て
一
八
世
紀
西
洋
と
明
治
期
の
「
趣
味
」
論
、
お
よ
び
正
岡
子
規
の
「
美
の
標
準
」
論
を
確
認
し
た
。 
一
八
世
紀
の
西
洋
で
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
や
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
（Im
m
a
n
u
e
l K
a
n
t
）
ら
の
多
く
の
哲
学
者
が
「
美
」
を
判
断
す
る
能
力
と
し
て
の
《ta
s
te
》
を
論
じ
て
い
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
「
趣
味
の
標
準
」
を
経
験
的
に
論
じ
、
そ
れ
が
成
立
す
る
要
件
を
「
熟
練
」
と
「
良
識
」
の
獲
得
と
に
求
め
た
。
そ
れ
に
対
し
カ
ン
ト
は
、
美
的
判
断
能
力
と
し
て
の
「
趣
味
」
を
理
念
的
に
論
じ
、「
美
」
は
人
間
に
等
し
く
備
わ
る
想
像
力
と
悟
性
と
に
訴
え
る
た
め
「
趣
味
」
判
断
は
主
観
的
な
普
遍
妥
当
性
を
要
求
し
得
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ヒ
ュ
ー
ム
や
カ
ン
ト
は
、
各
個
人
の
「
感
情
」
や
感
性
に
由
来
す
る
「
趣
味
」
を
「
美
」
を
判
断
す
る
普
遍
的
な
能
力
や
原
理
と
し
て
基
礎
付
け
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。 
明
治
初
期
に
は
哲
学
書
を
通
じ
て
西
洋
の
「
趣
味
」
論
が
移
入
さ
れ
た
。
本
章
で
は
そ
の
代
表
の
一
つ
と
し
て
箕
作
麟
祥
が
翻
訳
し
た
『
泰
西
勧
善
訓
蒙 
後
編
』（
明
治
六
～
七
年
）
を
検
討
し
た
。
こ
の
翻
訳
書
で
も
「
趣
味
」
は
「
美
醜
」
を
判
断
す
る
能
力
と
規
定
さ
れ
た
上
で
、
そ
の
能
力
は
「
教
化
」
さ
れ
る
こ
と
で
普
遍
に
達
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
明
治
初
期
に
西
洋
美
学
に
基
づ
く
《ta
s
te
》
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
い
て
も
「
趣
味
」
は
、
普
遍
的
な
「
美
」
を
判
断
す
る
能
力
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 
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正
岡
子
規
の
「
俳
諧
大
要
」
（
明
治
二
八
年
）
は
直
接
的
に
は
「
趣
味
」
を
論
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
「
美
の
標
準
」
論
は
、
美
的
判
断
能
力
の
基
盤
と
、
そ
の
判
断
に
備
わ
る
普
遍
性
の
有
無
を
論
じ
て
い
る
点
で
「
趣
味
」
の
議
論
に
通
じ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
子
規
は
美
的
判
断
の
根
拠
を
各
個
人
の
「
感
情
」
に
置
く
と
と
も
に
、
先
天
的
な
「
美
の
標
準
」
の
存
在
を
否
定
（
保
留
）
し
、
そ
れ
に
代
え
て
、
経
験
に
基
づ
く
「
概
括
的
美
の
標
準
」
を
提
唱
し
た
。
こ
の
よ
う
な
子
規
の
「
美
の
標
準
」
論
は
漱
石
の
「
趣
味
」
の
議
論
に
先
駆
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
こ
れ
ら
の
《ta
s
te
》
＝
「
趣
味
」
論
は
、
異
な
る
時
代
と
地
域
で
展
開
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
美
的
判
断
の
普
遍
性
の
有
無
と
根
拠
と
を
探
求
し
た
点
で
、
共
通
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
、
対
象
を
認
識
す
る
主
体
の
「
感
情
」
や
感
性
の
経
験
に
「
美
」
の
基
盤
を
求
め
た
と
い
う
点
で
も
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
第
一
二
章
で
論
じ
る
よ
う
に
漱
石
の
「
趣
味
」
論
に
も
こ
れ
ら
の
議
論
と
同
様
の
問
題
意
識
を
見
出
せ
る
と
と
も
に
、
漱
石
独
自
の
課
題
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
第
一
二
章 
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
の
文
学
理
論
―
―
創
作
と
批
評
の
原
理 
 
第
一
二
章
で
は
『
文
学
論
』
や
『
文
学
評
論
』
を
中
心
に
、
さ
ら
に
講
演
や
小
説
、
草
稿
な
ど
も
参
照
し
な
が
ら
漱
石
の
「
趣
味
」
論
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
最
終
的
に
漱
石
の
文
学
理
論
に
一
定
の
解
明
と
意
義
と
を
与
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
。 
 
漱
石
は
『
文
学
論
』
や
『
文
学
評
論
』
な
ど
を
通
じ
て
、
作
者
の
創
作
と
読
者
の
鑑
賞
の
両
面
に
関
わ
る
原
理
と
し
て
「
趣
味
」
を
位
置
付
け
て
い
る
。
創
作
の
面
か
ら
捉
え
れ
ば
、
文
学
と
は
作
者
が
自
分
の
「
趣
味
」
（
「a
u
th
o
r
一
流
ノ
感
情
」
）
を
「
表
現
」
し
、
そ
れ
を
読
者
に
「
伝
染
」
さ
せ
る
営
み
と
な
る
。
こ
れ
は
、
本
論
文
が
「
同
情
」
の
文
学
理
論
と
名
付
け
、
検
討
し
て
き
た
側
面
に
通
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
作
者
と
読
者
と
の
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
が
調
和
し
、
一
致
す
る
こ
と
が
文
学
の
理
念
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
読
者
の
鑑
賞
と
い
う
側
面
か
ら
捉
え
返
す
な
ら
ば
、
漱
石
の
文
学
理
論
の
も
う
一
つ
の
面
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
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れ
は
、
文
学
と
は
読
者
が
自
分
の
「
趣
味
」
（
「
読
者
一
流
の
感
情
」
）
に
基
づ
い
て
作
者
や
作
品
の
「
趣
味
」
を
判
断
し
、
批
評
し
、
評
価
す
る
営
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
漱
石
は
、
読
者
固
有
の
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
に
拠
っ
て
文
学
を
判
断
し
批
評
す
る
方
法
を
「
批
評
的
鑑
賞
」（
「
鑑
賞
的
批
評
」
）
と
呼
ん
で
い
る
。
漱
石
は
、
こ
の
よ
う
な
「
趣
味
」
の
文
学
理
論
を
通
じ
て
、
読
者
が
作
者
と
の
「
趣
味
」
の
差
異
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
と
他
者
の
「
趣
味
」
を
等
し
く
了
解
す
る
方
法
を
模
索
し
た
と
言
え
る
。「
趣
味
」
の
文
学
理
論
で
は
、
両
者
の
差
異
を
前
提
に
、
そ
の
「
趣
味
」
の
固
有
性
を
対
話
的
に
了
解
す
る
方
法
が
考
究
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
漱
石
は
、
作
者
の
「
趣
味
」
と
読
者
の
「
趣
味
」
の
二
つ
の
観
点
か
ら
、
言
い
換
え
れ
ば
「a
u
th
o
r
一
流
ノ
感
情
」
と
「
読
者
一
流
の
感
情
」
と
い
う
両
面
か
ら
、
文
学
の
「
根
本
」
に
接
近
し
よ
う
と
企
て
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
漱
石
の
理
論
は
、
文
学
の
営
み
を
、
作
者
の
創
作
と
読
者
の
鑑
賞
と
い
う
二
つ
の
経
験
の
交
点
と
し
て
、
総
合
的
に
、
等
し
く
捉
え
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。 
  
以
上
の
よ
う
に
、
第
三
部
「
「
趣
味
」
の
文
学
理
論
」
の
四
つ
の
章
で
は
「
趣
味
」
概
念
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
漱
石
の
「
感
情
」
の
文
学
理
論
が
持
つ
も
う
一
つ
の
面
に
光
を
当
て
た
。
そ
れ
は
、
読
者
が
自
己
の
「
趣
味
」（
「
読
者
一
流
の
感
情
」
）
を
保
持
し
、
そ
れ
に
立
脚
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
、
異
質
な
他
者
の
「
趣
味
」
（
「a
u
th
o
r
一
流
ノ
感
情
」
）
を
了
解
す
る
可
能
性
を
探
究
す
る
理
論
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
＊ 
＊ 
＊ 
 
本
論
文
は
、
初
期
夏
目
漱
石
の
理
論
的
言
説
を
「
文
学
の
哲
学
」
と
名
付
け
、
三
部
一
二
章
を
通
じ
て
、
そ
の
総
体
を
体
系
的
か
つ
構
築
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。 
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本
論
文
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
漱
石
の
文
学
理
論
は
そ
の
核
心
に
「
感
情
」
の
経
験
を
据
え
る
「
感
情
」
の
文
学
理
論
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
感
情
」
の
文
学
理
論
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
っ
た
。 
そ
の
一
つ
は
「
同
情
」
の
文
学
理
論
と
し
て
、
読
者
の
「
感
情
」
と
作
者
や
作
中
人
物
の
「
感
情
」
と
が
調
和
し
た
り
、
一
致
し
た
り
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
側
面
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
「
趣
味
」
の
文
学
理
論
と
し
て
、
読
者
が
差
異
を
前
提
と
し
つ
つ
、
自
分
の
「
感
情
」
＝
「
趣
味
」
を
基
準
に
、
作
者
や
作
品
の
「
感
情
」
＝
「
趣
味
」
を
鑑
賞
し
、
批
評
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
側
面
で
あ
る
。 こ
の
よ
う
に
漱
石
の
理
論
に
は
「
感
情
」
＝
「
趣
味
」
の
同
一
化
を
重
視
す
る
側
面
と
、
そ
の
差
異
化
を
重
視
す
る
側
面
と
の
両
面
が
あ
る
の
で
あ
る
。
漱
石
の
「
文
学
の
哲
学
」
の
意
義
と
は
、
文
学
の
「
根
本
」
を
「
感
情
」
の
経
験
と
し
て
定
位
し
、
そ
れ
を
「
同
情
」
（
同
一
化
）
と
「
趣
味
」
（
差
異
化
）
と
い
う
二
つ
の
運
動
の
観
点
か
ら
、
総
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
漱
石
の
理
論
的
な
営
み
に
関
わ
り
、
さ
ら
に
、
理
論
的
探
求
と
創
作
的
実
践
と
の
連
関
の
問
題
や
、
文
学
論
や
芸
術
論
の
歴
史
に
お
け
る
系
譜
上
の
位
置
の
問
題
な
ど
、
い
ま
だ
議
論
す
べ
き
課
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。 
し
か
し
本
論
文
が
初
期
漱
石
の
理
論
を
「
文
学
の
哲
学
」
と
名
付
け
追
求
し
て
き
た
通
り
、
漱
石
の
「
感
情
」
の
文
学
理
論
に
内
在
す
る
二
つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち
「
同
情
」
の
文
学
理
論
と
「
趣
味
」
の
文
学
理
論
と
い
う
二
つ
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
得
た
の
な
ら
ば
、
本
論
文
の
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
漱
石
の
「
文
学
の
哲
学
」
の
意
義
と
は
、
文
学
の
「
根
本
」
を
「
感
情
」
の
経
験
と
し
て
定
位
し
、
そ
れ
を
「
同
情
」
（
同
一
化
）
と
「
趣
味
」
（
差
異
化
）
と
い
う
二
つ
の
運
動
と
し
て
、
総
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
